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以下 HL）がある。HL は hCG によって両側
卵巣が多房性に腫大する反応性の変化で、卵巣
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は 8～12cm であった（図 3）。また下肢浮腫に














右 7050 gであった。 
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〈考察〉 
HL は hCG によって両側卵巣が多房性に腫
大する反応性の変化で、臨床的に theca lutein 
cysts（ルテイン嚢胞）として知られている
3)4)5)。卵巣腫大が両側性でかつ多房性であり、
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は HL が強く疑われる 6)。本症例ではみられな




れ、妊娠に伴う HL49 例のうち 16％が first 
trimester に、14％が second trimester に、
54％が third trimester に、16％が産褥期にみ
られたとの報告がある 2)。とくに first 
trimester における HL は OHSS（ovarian 
hyperstimulation syndrome）といわれる 6)。




































妊娠でも報告例が増加 11)したことから hCG に
対する感受性の高さが指摘されるようになった。
Guillaume らは 4 回の自然妊娠で OHSS（＝
妊娠初期の HL）を繰り返した症例の FSH 
receptor を解析し、遺伝子変異がみられたと
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（図 5）卵巣 HE染色×40 
嚢胞が多数形成されている。嚢胞内腔を＊で示
す。 
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